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平成３０年３月２７日 
市議会議員 坂澤博光 

 
平成３０年第１回各務原市議会定例会で審議された概要や一般質問について報告します。 

 
１ 平成３０年度一般会計予算 
  使い道が特定されていない一般会計の予算は、約４４６億円で、前年度と比較すると

２,１３０百万円、４.６％の減となりました。 
 この予算は、『市民の皆様一人ひとりがそれぞれの目的や夢を持ち、主体的に人生を謳歌

し、幸せを実感できるまち』の実現に向けて、これまで育った芽や木の幹を、さらに「太

く」「力強く」していくための費用です。 
 
２ 新規事業や条例改正などに伴う参考情報 
（１）母子健康包括支援センターの設置 
  妊娠、出産、子育てに関する総合相談窓口が作られ、妊産婦や

乳幼児が安心して健康な生活ができるように支援します。 
（２）住民主体による地域の高齢者移動の支援 
  自治会単位でタクシー会社と契約し、行先・経路・時間などを決めて運行した費用の

一部（補助率２/３、最大３０万円）を補助します。 
（３）共生型地域密着型サービスの開始 
  障がいを持った方が高齢になり介護が必要になった場合に備え、福祉施設又は介護施

設の双方が事業所として認定されやすくなるよう基準が緩和されます。 
（４）３年毎の介護保険料の改訂 

保険料の基準月額は変わりませんが、前年度の所得が６００万円以上の方は３段階に

区分され、段階に応じた保険料になります。 
（５）国民健康保険の運営の広域化 
  平成３０年度から、国民健康保険の運営が各務原市から岐阜県になります。 
  保険料の賦課方式（計算の仕方）が４方式から資産割を無くした３方式になります。 
  平均保険料は、年間、１０万円から９万６,０００円になります。 
（６）合葬墓の建設開始 
  平成３０年度に、３,５００体収容の納骨堂、７,０００体収容の合葬堂の建設が開始さ

れ、募集は平成３１年７月から開始される予定です。 
（７）中小企業の生産性向上に資する設備投資の支援 
  国会で「生産性向上特別措置法案」が成立後、本市の条例が改正され、生産性向上に

資する原価償却資産の固定資産税額が３年間ゼロになり、「ものづくり・サービス補助

金」などの補助金が優先的に受けられるようになります。 

 



３ スパークの一般質問 
（１）新学習指導要領による小中学校の教育の進め方について 
問：小学校における英語教育の準備をどのように進めていくか。 
答：教材を整備しＫＥＴ（各務原英語指導助手）やボランティア講師などの活用を検討し、 
  教員の英語指導力を学校や教育センターにおける研修を通じて高めていきます。 
問：道徳教育の教科化に期待できることは何か。 
答：「よりよく生きるための道徳性を養う」ことを目標に、教科書を活用した教育を実施す 

ることにより、道徳的な判断力や実践への態度が育まれると期待しています。 
問：プログラミング教育が示された背景、教育内容、進め方は。 
答：コンピューターなどの急激な進展により、子ども達が膨大な情報を適切に選択し活用

していく能力の育成が必要になったからです。  
  目的は、「プログラミング的思考」言い換えると、物事の手順や方法を論理的に考えて

いく力を育てていくことです。 
  文部科学省から「小学校プログラミング教育指針」（仮称）が出される予定ですので、

国の動向を注視しながら準備を進めていきます。 
（２）岐阜かかみがはら航空宇宙博物館リニューアルオープン後の運営について 
問：技術力などの人的資産の発掘、調査、展示はどのように進めるか。 
答：新たに博物館を運営する財団法人が担当しますが、航空機産業に携われた方々や航空 

自衛隊の方々の人的ネットワークをお借りして情報収集していきます。 
問：米国・スミソニアン博物館やＪＡＸＡなどとの連携をどのように進めるか。 
答：担当の職員を派遣するなど人的交流を深め、米国・スミソニアン航空宇宙博物館や 

ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）が持つ展示ノウハウを習得し学芸員のスキルアップ 
につなげていきます。また、欧州宇宙機関・ＥＳＡやフランスの航空宇宙博物館「ル・ 
ブルジェ博物館」との連携協定の締結に向けた検討を進めていきます。 

問：学校関係者などへの周知をどのように進めるか。 
答：県教育委員会と連携し学習指導要領を踏まえ、小学１・２年生の生活科、３年生の理

科、５年生の社会科の授業内容に沿った教育プログラムを準備し、市町村の教育長会議  
の場において、このプログラムを説明しました。 

問：新規来館者やリピーター確保施策の企画、推進部門を設置しては。 
答：新たに運営する財団法人の学芸課が展示物や資料の収集及び特別展の企画を担当し、 

広報渉外課が博物館からの情報発信や利用促進を担当していきます。 
 
 
 
 
 
 

連絡先：各務原市那加昭南町 97-1-201  坂澤博光 
    電話＆FAX：058-371-1270  携帯電話：090-7026-9861 

E メール：hir_skzw@d1.dion.ne.jp 

第 21 回市政報告会 
とき：平成 30 年４月 28 日（土）１3 時３０分から１時間半 

ところ：雄飛ケ丘公民館（那加雄飛ケ丘町１２－１５） 


